の ひょうしに 眼 を 覚ました 夫人が、 やる ともなし に 天 

井の 方へ 眼 を やった ところで、 そこに 小紋の 衣服 を 著 

て 髪 を ふり 乱した 老婆が いて、 それが 折 釘の ような 頸 

を さしのべて 夫人の 顔 をぎ ろり と 見た。 夫人 はび つく 

りした が、 すぐ、 かかる 際に 取るべき お 説に 気が 注い 

た。 

(此奴に 負けて はたい へんだ) 

と 思った ので、 きっと 唇 を 嚙んで 老婆の 顔 を 睨み か 

またたき 

えした が、 一所懸命で あるから 数 瞬 もしなかった。 と、 

いま 

老婆が 忌い ましそう に 舌打ち をして、 

「おまえさん は、 剛情な 女 だね」 
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